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ニ
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パ

三
五
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r
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一

六
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,

九 八 七 六

大
合

備 正

1

•
〇
七
o 

r

〇七四 

1
ニ a

ニ
 

マ
〇
二
七

0

 

•九
九
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V.1  

1
*
〇
七
九

1  

6

0
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〇
•
八
七
o 

9

ル
三
六 

9

八
九
o 

〇
•
九
六
七

三
二
八 

三
六
〇 

四
〇
九 

四
五11  

四
九11  

lt
〇
五■.
 

五
〇
七 

五
四
〇 

五
八
八 

六1

六 

六1

四

五

九

刀迄の砂の平均なり。

 

年末の流通高とを平均せる

.*

D

の
に

1

、
大
正
一
ー
¥

の
金
利
平
均
は
同
半

1

ょ
リ
十

1

刀
迄
の
砂
の
平
均
な
り
。

二、货，很平
均
流
通
高
と
は

.各

.郎
宋
の
流
通
高
と
前
年
末
の
流
通
高
と
を
平
均
せ
る

.
8
の
に
し 

て、西斑
妞
以
下
の

.
數
字
は
切
猞
て
抆
り

0

前
述

0

如
く
、利
子
步
合
が
全
く
貨
幣
の
流
通
高
の
み
に
依

6

.<
定
ま
る
か
、或
は
主
と
し

V

 

夫
れ
に
依

6

<

定

'ま
る
名
の
な

.
6

と
せ
ば
、，
兩
者
は
常
に
反
對
の
方
向
に
欒
動
す
可
き
な

acso

換

四

五

七

.利子ル合亿及ぽす外资輸入の影響
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落
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縮
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利

子
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I
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す

可
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I

f

 
I

f

 

S

S

管
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流

通
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付
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尸

、

は
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十

四

箇

年
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i

e
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V

5

方向に

r

f

 

l

i

t
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普

5

動
2

m

f

 
に

な
る

1

5

し
同
年
度
を
除
外
す
る

i

ば
、雨

J

各
S
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巧

せ

し

？
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益

,

し
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、

同
一
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£
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し
，

s

?

i f

す
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、
 

.

ろ
に
有
表
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標
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と
し
て
論
斷
ず
る
を
得
る
と
せ

.

■

幣
と
金
利
と
ぱ
必
少
し

3

各
反
對
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方
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に

變
»

す

石

？
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f
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L
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叉
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A
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^
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J
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I
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四
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司
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〇
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〇
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瓦
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〇
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〇
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し
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餌
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別
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杈
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外
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0
■な
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か、或

a
叉'貨

I



•

s

o

别
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合
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ぼ
す
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し
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M
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“
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M

I 1
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- 1

行
の

I

預
金
な
る

s

预
金
は
勿
論
何
日
に
て
名
ト
切

^

p

I l
f
 

n
る

i

は
銀
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:

H

; I
M

!

S

 

の

れ

p

s i
I f

H

物
t

合

し

:

^

u

u

f

j

n

す
I

の
I

幣
！

し
て
、
貨 

i

比
ば
、そ

S

す

%

り

J

£

够

な
4

し

此

企

業
5

1

業
を

g

I

と

す

れ

減

f

i

l

l

他
I

I

す

I

幣
？
 

I

幣
の
效
月
は
之
を
以
て
貨
物

i

s

す

f

在

玫

 

ば
結

5

物

s

m

s

ぶ
ら

.

，き

、

f
 

資
本
の
需
用

I

用
I

す
,

…

離

め
|

^

。|

蒼

s

f

於
i

自
身

由
是
觀
之
、資
本
の
需
用

i

供
給
と
®
貨
物
放
に
貨
幣
の
需
用
と
供
給
と
を
意
味
す
る
名
の 

に

し

<

、從
つ

v

利
子
步
合
を
決
定
す
る
名

Q

は
貨
幣

®

に
貨
物
の
需
用
供
給
な

6

と
謂
つ
可 

し
。敢
に
此
兩
者
の
需
用
に
變
動
な
く
し
て
其
供
給

.'が
變
動
せ
ば
、利
，子

^

合
？
| 1

動
す
可
ぐ
、供 

給
^

不
動
な
る

i

き
需
用
於
增

•減
す
る
と
せ
ば
、利
子
步
合
は
夫
れ
と
芷
反
對
の
影
響
を
蒙
む 

る
に
至
る
可
し
。

3

れ
ど
、實

.求
#

給
の
變
講
が
利
モ

.步
合
に

.及
谣
す
影

#

は
貨
物
の
需
給
が

.it
減
せ

.-̂
か
m
 

は
貨
幣
の
需
給
於
增
減

it
る
が

U

依
^X

て
多
少
異
れ
る
所
ぁ

6

。此
影
響
の
不
同
咚
外
資
輸

A
 

と
.利
子
步
合
と
の
關
係
を
論

^

る
に
當
ろ

y

殊
に
留
意
す
可
き
重
：要
な
る
こ
と
な

6
 

i
す
ゴ 

れ
ば
、吾
人
は
項
を
改
め
て
之
に
諭
及
せ
ん
と
欲
す
。

三
.利子步合に及ぼす資本供給增加の影響

利
子
步

A

ロ
に
及
ぼ
す
資
本
需
給
の
增
減
，の
影
響
は
四
種
ぁ
ん
卽
ち

(

一)

資
本
臂
用
增
加
の
影 

響
、(

ニ)

資
本
需
用
減
少
の
影
臀

.

(

三)

資
.本
供
給

®

加
'
®
I

影
，響

#

 U

 (

四)

資
本
供
給
：減
：'少
の
，影
響
是 

れ
な

6

ゴ
れ
ど
、此
四
種
の
影

#

を
逐

I

論
述
す
る
は

«

者
に
取

6

て
^

P

X
讀
者
に
取
ろ

V

名

四
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刺
子
沙
合
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及
ぼ
す
外
资
輸
入
の
影
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|

に
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置
も
康
妹

1

|

^

離
ク

.
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s

推
断
に
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欲
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I

春
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|
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l

f

論
f

に
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f
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f
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f

 

l
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:
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塞
 

資
本
供
給
の
：增
加
を
意
味
す

f

の
意
を
以
て
也
。

I

入
は
取
々

1

1

i

!
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_

I I
J

_

1

 
I

r f
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3

g

給
の
み
於
增
如
オ

 

t
 

7

i
 

,

力
塌
ヵ

t

し
埸
合

i

三

)

貨
幣
の
供 

1

.

i

#

i
 (

三
&

物
傲

t

t

幣
の
雨
者

.の
供

.输
财
同

#

こ
曾

0
 

t
 

摄

堂

®

勿
f

し

V
、

此
三
個
の

f

 

J

l

l

i f
r

f

.の
 

す

の

？

美

以

下

f

f

說
明
せ
ん

。

'
.
ン
；

愛

て

各

I

れ
る
影
響
を

{

(
I

費
：物
の
供
絡
の
み
が
堦
加
せ
し

i

き
.
.に
は
、資
本 

此
I

に
f

 )

f

 

落
す
る
ジ

J

を

_

需
^

の

一

例
は
外
請
の
資
本

2

内
國
の

I

.

L

i f
M

y

r

l

^

f

r

s

加
r

て
I

s

用

S

I

 

ニ

ー

資

H

I

產

？

、從
っ

,

v

u

f

 

5

結
f

し
て
？

？

の

低

勝
致

'す
可
し
。加
之
、外
國
ょ

6

輸
入
せ
る
货
物
は
夫
れ
丈
け
內
國
に
於
け
る
貨
物
の
供
給
を
增 

加
す
る
の
結
果
を
呈
す

る

ダ
爲
め
に
、
»

@

物
の
價
格
を
幾
分
か
低
落
せ
し
め
、趣
ひ
て
其
生
產 

f
c
從
事
せ
る
者
の
利
潤
を
減
退
せ
し
む
る
の
傾
向
を
誘
致
す
可
き
を
以
て
、此
方
面
ょ

6
 

g
資 

本
の
需
用

«

收
縮
す
る

1C
至
6

•、從
つ
て
市
場

®

子

步

合

の

卞

落

を

來

す

可

し

。#;
^

外
國
實
本 

家
ょ

6

徽
通
輸
入
せ
る
貨
物
於
直
額
に
上
る
と
き
に
は
、交
換
の
媒

.介
物
允
る
貨
幣
の
.必
耍
名 

增
加
し
、

®

幣
の
缺

2

を

告
ぐ

る

の

結
果
と
し

て

其
需
用

»

加
し
、從
つ
て
利
子
步
合
於
爲
め
に 

昂
騰
す
る
の
傾
向
を
生
匕
、前
に
述
べ
允
：る
货
物
供
給
の
爾
加
に
因
づ
く
利
子
の
下
落
的
傾
向 

を
中
和
す
る
乙
と
ぁ
る
ベ
し
と

®

?
、斯

く

の
如
き
こ
と
は
稀
に
見
る
可
き
例
外
な

.

o

と
す
。

(
I I)

次
に
貨
带
の
供
給

0

*

^

»

加
せ
し
場
合

-!/
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.利
^

步
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は

r

辟
下

.落
ず
る
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間
4

な 

く
昂
騰
す
る
傾

©

を
：生，
^
:
み
に
率
る
可
し
。貨
幣
の
供
給
の
み
财
增
加

.す
る
の
：
一
例
は
外
債
を 

慕
集
し
て
其
手
：取
金
金
額
を
本
國
に
取
寄
す
る
か
、或
は
之

を

在
外
茈
貨
と
し

<

債
*
國
の
攀 

行

U

預
入
し
之
に
對
し

<

本
國

1C
於
て
紙
幣
を

»

發
す
る
か
、或
は
又
其
手
取
金
の
一
部
を

®
 

W
せ
殘
餘
を
芷
貨
と
し

y

i®
外
に
留

S

する
こと
なれ

0

場
合
に
於
て
ぢ
國
內
の
货
幣 

は
膨
服
す
可
く
、從
つ
て
銀
行
は
食
出
を
壻
加
す
る
に
至

6

、利
子
步
合

«

夫
れ
が
，爲
怂
に
低
落

四
§

ー
 

刹
子
沙
合
亿
及
ぼ
す
外
资
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膨
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可
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す
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货
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命
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|
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？
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^
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_ 

i
を
得
可
し
。芷
貨
準
備
を
增
加
せ
少
し
て
戚
幣
を 

1

例
な
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。叉
、
®

合
氏
抒

^
,
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麥
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て
|

锯
を

®

發
1

る
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I
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J
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す
る
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6
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朝
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渉
調
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f

f
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儒

甘

し

ミ

I

I

價
平
準
を
上

f

し
む

I
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I

す
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ニ

？

？

激
增
は
通
常
物

3

れ
と

#
0

0

貴
せ
ば
企
業
利
潤
は
增
加

し

、
^

の
結
果
企
業
家
は
現
に
經
營
せ
る
事
業
を 

擴
張
す
る
か
、或
は
又
新
事
業
を
計

«

す
る
に
至
る
可
く
、從
つ
そ
資
本
の
需
用
は
®
加
す
る
に 

至
る

.ベ
し
。此
資
本
需
用
の
壻
加
於
前
述
の
貨
幣
膨
雁
に
因
づ
く
利
子
步
合
の
下
落

1C
依
6

<
 

助
#

せ
ら
る
：ゝ
は
勿
論
な

6

と
す
。

要
す
る
に
、貨
幣
の

-
供
給
の
み
が
增
加
せ
ぱ
、資
本
，の
需
用
は
一

「

個
の
原
因
に

.依
6

て
增
加
す 

可
し
。卽

ち

I.

は
利
子
步
合
の
下
落
に
し
で
他
は
物
價
騰
貴
に
因
づ
く
企
業
界
の
活
氣
な
み

。
||
« 

し
て
資
本
需
用
の
增
加
は
勿
論
利
子
步
合
の
上
腦
を
誘
致
す
る
に
至
る
の
み
な
ら
ず
、遂
に
は 

利
子
步
合
を
し
て
貨
幣
膨
脹
前
に
於
け
る
よ
高
率
な
ら
し
ひ
る
己
と
あ
る
可
し
。由£
觀 

之
、貨
僻
供
給
の
增
加
は
一
勝
利
子
步
合
を
下
落
せ
し
む
る

S

の
な
る
$
、«
て
其
反
動
の
爲
め 

に〔

利
子
步
合
は
上
騰
し
、結
局
以
前
よ

6

?

高
率
と
な
る
こ
と
あ
る
$
の

 

lo- 
-law 

ûy

H)

最
後
に
貨
物

#

に
貨
幣

■の
供

-絡
.
於
共
に

.增
加
せ
し
場
合
に
は
、利
子

.
^
合
は
 

一
#

勿
論
下 

落
}K

可
し
。如
何

i

な
れ
ば
、上
次
に
敍
說
せ
る
舣
如
く
、貨
物
供
給
の
增
加
及
：ぴ
貨
幣
供
給
の
增 

加
は
孰
れ

S

利
子
步
合
を
低
落
せ
し
む
る

^p

の
あ
る
を
以

9

也
。而

し

て

貨

物

供

输
0

增
加
に 

因
づ
く

-»
子
步
合
の
低
落
咚
通
常
反
，動
の
生
ず
る
己
と
な
し
と
雖

$

、貨
幣
供
输

.0
:增
加
に

0
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く
利
子

J

の
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落
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述
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く
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的
に
じ
て
、傭
て

る
の

I

I

す
る
に

f

可

I

の
'

I

を

以

て

れ

S

に
S

上
f

 

步
合
？

幣の

2

以
f

比

と

f

し
際
に
利
子

る
可
し
。
I

貨物

S

加；

5

1

幣

例

に

？

て

f

 

I

る？

名
子

f

は
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ぶ

f

すれ

s

f
 

I

動の生
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.
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資
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i
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め影？

鼢

r

L

黉
6

て先

r :
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<
の影想

u

險
f

ん
i
欲す。其

■

!

!
i
_

i i
^

^

i
.
!

!
j
i
?

i i
s
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暴
 

難？
ゴ

れ
ど
、種
々
の
材
料
に
依

6

て
槪
算
せ
る
所
に
據
れ
ば
、明
治
三
十
ニ
年
以
來
政
府
、都
市
、會
社
等 

の
募
集
せ
し
公
私
外
債
の
實
收
額
ょ

.り
償
還
額
を
控
除
せ
る
外
資
輸
入
額
は
左
の
如
し
。

明
¥

m

四 四 彐 彐 三 彐
次

一 〇 %  A 七 ニ

公私外樓取噸
,.八四 一八七 

:

七1

四
.

四I  八八 四
〇

大 ,
A 年
合 . . 正 •

四 四 〗四
次

ニ — 四 三 ニ

公
私
外
債
實
收
額

ニ
六1  
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六 

1

1
0

訃 

1
、

七
ニ
五

■

前
表
に
據
仆
ば
我
國
の
外
資
輸
入
全
額
は
十
七
僚
ニ
千
五
百
萬

®

な
る
财
、多
少
の
遺
漏
及 

ぴ
遺
算
ぁ

.る
可
け
れ
ば
、其

0

實
額
を
十
八
僚
圓
內
外
と
看
做
す
己
と
を
得
ん
か
。

3

蚱
ど
此
的 

ょ
4 

m

露
戰
爭
中
政
府
が
歐
米
兢

ic
i i

洲
等
に
於
て
消
#
せ
し
金
變
軍
器
以
外
の
貨
物
購
入 

费
を
除
外
す

)

と
外
偾
の
利
挪
を
控
除

せ
次
る
可
か
ら
ず
。

(

6

而
し
て
前
者
は
約
ニ
億
圓
に
し
て
、
 

後
者
は
約
四
僚
圆
な

6
0
此
W

金
額
を
十
八
僚
圓
ょ

6

控
除
せ
ば
、我

_
-

に
'
於
-
«
’|>
'

資
本
.供
綸
の 

增

加

额

は

差

引

十

ニ

僚

圓

な

ふ

と

す

。

独、
戦
讲
小
に
於
け
る
啡
器
の
輸
入
ド
我
產
眾
に
影
饗
を
及
ぼ
す
こ
と
少
な
か
る
可
け
れ
ど
他
の 

四六七
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子
少
合
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及
ぼ
す
外
焚
輸
入
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影
響_ 
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利
子
淡
合

及
ぼ
r
外

芦
■輸
入
の
m
m

货

物

郎

ち

皲

服

等
.の

輸

\'
は
、
謎
.今
I
r
e
 

. 

. 

•, 

七
A

.

を
與
ふ
る
な
ち
ん

c

さ
れ
ば
此

-

の
；

^

に

雖

4
 

J

業
に
多
士
の

I

 

る
貨
物
に

■野
す
る
仕
拂
と
同

】

こ
看
故

r
 

f

V

ィ
を

i
 

1
通
商
人
に
代
り
て
輸
入
せ
ち
ス 

s

 

I

 

?

輸
入
し

f

.滿
洲
朝

m

^

i l
u

と
？

我
？

が

S

中
ま 

産
業
と
蔽
接
の
關
係

I

せ

ず

じ
〜

：;
\

1

火
を
炉
很
せ
る
が
、此等
に

' 
對
す
る
仕
拂
は 

.

y
。 

…

I

て、外

S

入
顏

i

u

る
可
か
ら

吾
人
は
次

y

外
資
輸
人

y
侬
る

十

二

管

■

の

^

^

を
？

廿
f

可
か
ら

I

何
I

.

れ
？

方
に
政
て

I

む
0

‘
ょ
6

邦
入
の
海
外
放
資 

.
^
て
發
ト
こ
々

¥
 t  

*  

hv 

J

タ
資
を

f
t
入
す
る

i

同
滕
こ

:̂3J}^

ナ
て
：
f

に
放
資

1

1

1

的
の
企
業

S

し

输

」

t

 

f

ず
方

•

果
を
呈
す
る
名
の
な
る
を
以

.て

馆

i

in
N

t

s

$

し
と
同

|

の
結 

て
I

?

統
5

?

の
:

:
：

^

w

n

f

f

蘭
し

"

U

し 

に
於
て

2

§

S

2

I

に

據

.
1

ー“

衆
I

f

重

f

の
席
上 

离
圓
、四
十

1

年
s

s

 

I

圓

、

治
三
十
七
？

三
百

四
十
五
年
に
ニ
千
五
夏
圆
に

f

 

★

る

上

る

f

に
三
千
五
百
萬
圓
、
 

後
郎
ち
明
治
？

九

年

“

一

力
t

1

?

基
礎

i

し

V
t
n

露
戰
爭

?

永
B

今
1

£

却
平
均
三
千
霞
の
：資

J

.

邦
人
に

f

て
海

に 高

外
に
於
け
る
事
業
に
投
，せ
ら
れ
允
假
定
せ
ば
、邦
人
の
海
外
放
實
額
は
合
計
ニ
億
四
千
萬 

圓
に
上
る
可
し

^

<、
通
說
に

據

4

ば
、邦
人
の

海
外

放
資
の
收
益
は
一
箇
年
ニ
千
萬
圓
に
達
す
。若 

し
收
益
の
平
均
率
を
七
分
五
厘
と
せ
ば
、放
資
輝
は
一
一
僚
五
千
萬
圓
に
上
る
可
き
な

A
V
O

假
6

に

1
1

僚
.，五
-千
萬
圓
を

.以
て
邦
人
の
海
外
放
資
の
實
額
に
近
き

S

の
な

6
 
i

®

め
、之
を 

前
記
外
資
輸
入
實
額
ょ

^v

控
除
せ
ば
、實
際
國
两
の
企
業
に
影
響
を
與
へ

fc
る

，
^

の

は

大

約

十
 

億
圓
な

6

と
す
。而
し

<

此
內
ー
部
分
は
貨
物
と
し
て
輸
入
せ
ら
れ
、殘

A
y

t t
IE
'
貨
と
し
•て
侮
外 

に
存
置
せ
ら
る
、
か
或
は
輸
入
せ
ら
れ

*

る
な

6

。茈
貨
が
海
外
に
存
置
せ
ら
る
、
名
將
祀
又 

輸
入
せ
ら
る
く
名
貨
幣
は
從
つ
て
•*加
す
可
き
な
ん
而

し

て

吾
人
は
我
國
に
於
け
る
貨
幣
流 

通
額
舣
明
治
三
十
二
年
以
來
實
際
に
激
增
せ
る
を
見
る
。卽
ち
同
年
中
に
於
け
る
貨
幣
の
平
均 

流
通
額
は

’三
僚
〇
七
百
萬

M

な
6

し
财
、昨
年
中
に
於
け
る
平
均
流
通
額
は
六
僚
千
四
百
萬
圆 

に
上

6

し
を
以

V
、

十
四
年
間
の
増
加
は
三
億
七
；，

m

萬
圓
に
達
し
、疋

.に
十
割
の
增
率
を
示
せ
み
。

註、
平
均
人
ロ
の
增
如
砵
僅
か
に

1

割
八
分
に
過

^

ざ

p
 

t

斯
く
の
如
く
明
治
三
十
ニ
年
以
來
の

.貨
幣

.
0
增
.：加

.額
'は
三
億
七

_

 

達
せ
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影
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货
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輸
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1
パ

輸

U

S

額

に

如

ふ

る
 

S

入

以

外

に

正
S

受

入

す

た

篇

爲

w

f

o

i
群

人

の

相
f

ご

致

せ

ざ

る

は

外

肝
o

n

M

f

l

何
i

と
し
！
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ン
f

 

Z

D

フ
5

ろ〜

が
名
以
上
の
歡
字
を
以
て
外
資
财
我
國
の
貨
幣
を
膨
揠
せ 

‘

ナ
f

同
滕
に
貲
物
の
供
給
を
激

f

し
め
把
る
こ
と

I

る
に

f

レ。

/
 

.

若
し
明
治

h
i

千
こ
.年
以
來
輸
入
。

n

把

る

外

す

そ

 

/

落

何

i

な
れ

I

I

の
狒
S

本

の

總

額』

^

す

、、ぺ

る

S

I

S

發
達

s

f

 

I

國

U

圓

今
 

本
f

 

S

し
I

f

及
f

 

f

 I

f

を
以

V
.

也
。
f

 

C

治

三

G

 

疋
ニ
年
に
至
る
全
國
貸
付
利
子
步
へ
客

 

丨

4
 

U

以

i

ジ
大

I

ハ
f

 

f

i

々

七

厘

八

毛

に

過
I

I

逛

れ
I

供

絡
增
加
の
結
果
に
非
梦
し

V

何
ぞ
や
。前
述
の
如
く
、貨
幣
供
綸
の
增
加
は

一

滕
，的
に
利
子
步
合 

を
低
下
せ
し
む
る

?

の
な
る
名
、其
反
動
の
爲
め
に

_

て
利
子
步
合
を
高
騰
せ
し
：

T

遂
に

は
以 

前
ょ

6

名
却
つ
て
高

^

な
ら
し
む
る
己
と
あ
る
な

6
,
0

故
に
若
し
外
資
舣
悉
く
正
貨
の
形
式
を
以
て
輸
入
せ
ら
れ
直
接
流
逾
貨
幣
を
.膨
脹
せ
し
め 

し
か
、或
は
又
此

JE
.货
を
海
外
に
存
置
し

V

之
に
對
し
て
兌
換
券
を
增
發
し
て
以
て
間
接
に
通 

貨
を
膨
服
せ
し
め

^ .
6

と
假
忠
せ
ば
、利
子
步
合
は
稍
々
騰
貴
せ
し
な
ら
ん
と
思
は
る
。©
人
於 

故
ら
に
玆
に
稍
々
と
云
ふ
所
以
は
他
な
し
。我
國
の
如
く

E

額
の
外
資
を
一
脖
に
輸
入
せ
ず
し 

て
年
々
多
少
办
外
資

5:
:

輸
久
し

<

、貨
幣
を
漸
次
膨
脹
せ

.
し
め
つ
、
ぁ
る
.處
に
て
は
每
年
度
に 

於
け
る
貨
幣
膨
脹
の

r

次
的
影
響
と
其
年

.度
以
前
に
於
け
る
貨
幣
膨
脹
の
土
次
的
影
響

i

%

 

相
殺
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
，を
以

<

也
^

言
す
れ
ば
前
年
度
に
於
け
る
貨
幣
の
膨
脹
は
旣
に 

物
價
の

(1
貴
，を
酿
し
^

つ
て
利
子
步
合
を
騰
貴
せ
し
む
る
の
傾
向
を
生
せ
る
と
同
脖
に
當
年 

度
に

^

け
る
货
幣
の
膨

l l
tt
利
夺
步
合
を

#
.

下
せ
し
心
る
の
傾
向
を
有
す
可
き
を
以

V
、

此
兩 

傾
向
は
相

.殺
'.す
>
9
に
至

.る
の
、：結
：集

そ

生

梦

名

亡

と

ぁ
-̂
可
じ
。'

山

强

觀

之

、明

治

三

十

、ニ

年

以

來

我

，國

の»

入
せ
し
外
資
の
一
部
分
，は
國
的
に
於
け
る
貨
物

四
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ル

分

亿

及

ば

す

外

资

榆

火

以

影

髁

A
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七

ニ

犁

炎

含

及

学
# '

八

の

縣

觀
‘

の

供

翰

を

增

鄭

じ

、

他

，
は

貨
.幣

の

供

翰

を

f

 
4

C

 

&
、前

•
者

软

刺

子

步

合

の

傾

，
向

を

有

し

'
、後

者

は

之

を

稍

騰

貴

せ

し

び

る

の

傾

向

を

有

せ

/
ノ
。

ff
f
i
し

稍

々

低

下

せ

し

は

货

物

供

綸

の

增

加

が

比

較

的

に

貨

幣

の

膨

服

ょ

6

名
 

名

の

な

ふ

可

き

.
か

。

K

結

言

:

八
ヒバ

の
低
下
を
靜
敎
ず
る 

て
結
局
利

^

步
.令
が 

高
率
な

4

し
に
依
る

利
子
步
合
は
實
本
の
需
用
と
供
输
と
に
依

々

<

定
ま
る

g

の
な
る
を 

せ
ん
と
欲
せ
ば
資
本

0

.供
給
の
み

'な
ら
步
、其
需
用
に

3

論
及
す
る
所
な 

本
霜
は
單
に
外
資
と
利
子
步
合
と
の
關
係
を
述
ぶ
る
を
以
て
其
目
的
と 

而
を
糨
細
に
討
究
す
る
乙
と
を
避
け

*

ん
叉
、上
文
に
擧
げ

.
允
.る
種
々
の 

か
故
に

H

確
な
る
名
の
に
非
少
し
て
、喷
一
般
的
傾

f

示
す
に
足
る
の 

な
る
研

f

 
I

t

y

推
斷
す

I

f

 

i

ぱ
f

に
於
け

I

?

民

の

募

集

せ
し

還

の

、
I

爲

國

u

f

 

I

I

合

し

む

き

i

s

し

i

く
の
效
力
を 

i

さ
I

I

利
I

合

S

S

ま

し

I

I

古

？

i

に
f

 

f

同
？

间

以
て

、

其
の
騰
落
を
諭 

か
る
可
か
ら

3 '
'
る

^P
、 

な
す
於
故
に
、需

用

方 

數
字
は
皆
槪
算
な
る 

'
さ
れ
ど
此
不
完
杀

く

- 

* 

, 

:

■<
:'■*
(-.ぐ

i

-;;
'

マ.
.

.

/

 

'

子
步
合
の
高
き
《
必
ず
し

S

悲
觀
す
る
を
要
せ
ず
。■
國
に
於
け
る
狗
子
步
合
は
玀
逸
に
於
け 

|  

る
利
子
步
合
ょ

6
 

$
低

率

な

レ

。rc
れ
ど
之
を
以
て
將
凉
佛
國
の
經
濟
的
發

M

が
獨
逸
の
經
濟 

(  

的
發
展
に
優
る
所
あ
る
可
し
と
爾
ふ
能
は
次
る
な
，

9

«
の
步
合
が
低
き
は
資
本
の
充
貲
せ
る 

\  

が
敌
の
み
に
非
ず
し
て
企
業
界
の
不
況
に
因
づ
く
所
亦
多
し
ゼ
に
反
し
て
獨
逸
に
於
け
る
步 

了 

，

合
の
比
較
的
高
き
は
資
本
於
比
較
的
に
缺
乏
せ
る
、

S

爲
め
の
み
に
非
少
し
て
亦
多
少
企
業
界 

 ̂

V 

. 

>

の
-
活
氣
に
依
ろ
て
離
致
せ
ら
れ
女
る
名
の
な

6

と
す
。

、ノ 

：  

然
6

と
雖
？
、利
子
步
合
の
低
落
は
企
業
#
に
活
氣
を
呈
せ
し
め

®

ひ
て
產
業
の
發
達
を
刺

rT
'
v.
' 

' 

■ 

. 

■' 

. 

.

-パ..
 

戟
し
國
民
の
經
濟
的
發

-展
を
助

.
#
す
る
の
動
力

.を
有
す
る
を
常

i

な
す
を

.

.以
て
、其

.低
落

.は
•之

I;:

- 

.
'.
.

へ
 

を
大
に
獎
顧
せ

3 '
'

る
可
か
ら
ず
。

W

し
て
利
子
步
合
を
低
落
せ
し
む
る

•
に
.
ニ
個
の
方
法
あ

-
^
。.

T
,  

‘ 

は

國

思

の

；
貯

蓄

を

，

.獎
，靡

し

，
-

K

自

然

的

：に

論‘
民

秀
^
^
 ̂

i

k
T

と
に
レ
て
、他
は
外
資
輸 

ノ 

ス
次
，
6

4

す
。此
兩
方
法
中
に

 

< 
貯
薔
の
增
進
に
依
る
國
民
資
本
の
充
實
は
最
？
婕
實
往
る
方 

法
な
る
名
、是
れ
は
多
く
の
年
月

’を
要
す
る
こ
と
な
れ
ば
#

人
は
此
方
法
の
み
に
依
賴
す
る

t 

ノ
: .
と
を
得

'梦
。次
に
第
ニ
の

_
方
法
は
國
民
の
貯
蒈

>
§
の
發

'達
を
多
少
妨
害
す
可
け
れ
ど
，之
に
依

^
 

て
0

#

に
望
む

^

の
緒
果
を

»

ら
し

#

る
の
便

3 !
あ
6

。然

A
v 

i
 

®
 $
、外
資
輸
入
は
疋
貨
の
輸

S

七

这

刺

子

步

旮

纪

及

炫

‘
す
孙

资

輸

ん

ゅ

辦

經
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I

か
,
> 

I

何
i

な
れ
ば
、正

I

輸
入
は
慕
の
膨 

ガ

f

*

づ
の
結
？

子

S

の
永
么
的
下
落

I

致
？

し
て
却
つ
て

f

騰
貴
せ
し
ひ

る

こ
i

あ

れ

ば

也

。吾

入

は

此

尾

雄

ょ
6

し

て

我

國
 

式

を

有

せ

ず

し

て

.、其

少

か

ら

次

る

部

分

财

正

貨

と
 

る

t〜

-
を

悲
i

s '
'

る
.を

得

^

る

な
6
0 

_

の
輙
入
す
る
外
資
於
悉
く
货
物
輸
入

0

^
 

L

て
受
入
れ
ら
れ
貨
幣
を
膨
脹
せ
し
め
把

m

鏡

代
議
政
治
と
直
接
民
主
政
治 

:占
部
百
太
郧

.左

.o1

篇

.は

オ

ク

ス

フ

オ

ー

K
大
學
ウ

1

.

ス

タ

1

カ
レ
'チ
の
^:
世 

史
及
ぴ
政
饴
學
講
肺
ゼ
、
土
、
ア
ー
ル"マ
リ
オ
ツ
ト
成
の
近
黎f

 

lis'ApoliticaL I
l
&
t
u
t
i
o
n

の
拔
孽
な
り
。
^
^
は
愛
蘭
自
枪
法
案 

の
爲
め
に
、
乂
|
や
人
岛
槐
欺
の
饑
論#
す
し
さ
1

な
れ
ば
"
楔 

M
的
立
の
政
治
に
興
味

.を
有
す
る
人
士
の
爲
め
玆
に
之
を
謂

S

 

す
る
^
と
せ
り
。

.鞔
近
に
於
け
る
英
國
民
主
政
治
の
撻
利
に
對
し
て
、
或 

者
は
懸
念
を
懷
き
、
他
の
多
數
は
之
を
以
て
避
く
可
か 

ら
次
る
大
勢
と
做
す
。
然
れ
ど
が
今
日
復
杧
以
前
の
如

k

h

s

s

w

^

M

0

M

M

0

t

l

を
以
<

直
ち
2
!
*

代

の

社

會

沢

繼

承

し

來

ヶ

^

る

有

ゆ

.
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.
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.
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.

,

,

る

社

會

的

靡

を
_

^

fp
r

_

,

^

^

6

と

蠢

す

る

者

に

至

つ

て

は

極

め

て

少

な

し

。
民

主

政

治

は

目

的

に 

非

梦

し

て

、
啻

だ

之

に

依

つ

て

健

金

な

る

政

治

を

行

ひ 

以
X

社

會

的

不
¥

不

滿

を

除

かo-
i

す

る

出

來

#

ベ
き 

手

段

のI

杧
る
に
過

ぎ

す.と

は

、
現
に
.
一
般
に
信
せ
ら 

る

、
所

な
6

。
然

か

名

英

國

胗

數

次

巧

み

に

政

治

的

改 

雜

の

療

法

を

用a

て
、
，
同r

辟

期

の

間

多

く

の

歐

大

隆 

諸

國

に®

翁

せ

し

萆

命

を

避

け

得

杧

ら

し

事

は

之

を

否 

認

す

可

か

ら

ず

。

ナ
ポ
レ
オ
.

x

三
世
日
く 

r
i

西

は 

軍
#

を

起

す

こ

と

を

知

れ

ど

？

、
如

何

に

し

て

改

革

を 

施

す

可

き

か

を

知

ら-K
j

i
o
然
6

英

國

は

適

當

な

る

偫 

に

改

革

を

施

し

て

以

て

萆

侖

を

避

く

る

所

以

を

知

れ

6
 

と

自

か

ら

誇

稱

し

届

れ

ろ

。
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日
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(in
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o
v
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n

)

な

る

、が
故
を
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ノ
し
改
i i(
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p

ro
y
e

s
e

n
t)  

に

反

對

す

る

者

は

異0
改

良

に

非

る

难

新

に

逢

著

せ
ざ 

る

可

於
ら
梦」

i

。
英

國

人

は

未

だ

^

て
此
の
格
言
の
眞 

理
を

疑

は
少
。
然

れ

ど

名

政

治

阶

發

展の
畏
き
徑
赂
に 

就

て

觀

察

し

杧

る

所

に

據

れ

ば

其

處

に

 
一

ニ
の

缺

1 5
な


